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第４回委員会の概要



第４回委員会の概要

開催日時：H20.10.24(水）10時～12時 ，開催場所：奈良国道事務所 4階会議室

●社会実験について

◆次回委員会では、社会実験の効果について分析、検証した結果を基に今後展開する交通施策に

ついて議論を進めていくことになりました。

＜施策実施による検証項目＞

①エリア１への流入交通量の抑制

②Ｐ＆Ｒ駐車場の利用促進

③迷走車両の対応

【主な意見】
◆シャトルバスのルートについて

・逆ルート（時計周り）も考えられる

・近鉄奈良駅（近鉄奈良線）にもバス停が必要

・将来的には，シャトルバスと周遊バスのルート統合が重要

◆目標設定について

・迷走車両10％カットは抽象的で分かりにくい

◆エリア２の通過交通量について

・エリア２の通過交通量の減少

例えば，規制と案内を組み合わせた効果的な検討が必要

◆情報提供について

・遠方からの情報提供が重要である

例えば，VICSや民間サービス等を活用

◆駐車場予約システムについて

・P&Rを利用した方のインセンティブ向上策として，駐車場予約

システムを組み合わせた検討が必要

＜把握項目＞

①公共交通への転換に関する効果的な情報提供

通過交通の迂回に関する効果的な情報提供

②Ｐ＆Ｒ利用に関する効果的な情報提供

シャトルバスのサービス

③駐車場探しに関する効果的な情報提供

◆１１月８日，９日に社会実験を実施する。

３項目の検証を実施し，社会実験の効果を把握する。

＜施策項目＞

・一方通行規制

・歩行者空間の確保

・公園内周遊バスの運行

・パーク＆ライド

国道24号高架下駐車場の拡充

市役所駐車場の解放

シャトルバスの運行

・看板チラシ等による広報

・リアルタイム所要時間情報の提供
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社会実験の概要と調査体系



エリア2での施策（渋滞対策）エリア2での施策（渋滞対策）

P&Rの有効活用P&Rの有効活用

交通情報提供
駐車場情報の充実

交通情報提供
駐車場情報の充実

国道24号高架下の拡充

市役所駐車場の解放

国道24号高架下の拡充

市役所駐車場の解放

シャトルバスの運行シャトルバスの運行

看板・チラシ等による広報看板・チラシ等による広報

ﾘｱﾙﾀｲﾑ所要時間情報提供ﾘｱﾙﾀｲﾑ所要時間情報提供

エリア1での施策（ﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞとの組合せ施策）

【奈良公園の魅力向上】

エリア1での施策（ﾊﾟｰｸｱﾝﾄﾞﾗｲﾄﾞとの組合せ施策）

【奈良公園の魅力向上】

交通の流入抑制交通の流入抑制

回遊性向上回遊性向上

一方通行規制の実施一方通行規制の実施

歩行者空間の確保歩行者空間の確保

公園内周遊バスの運行公園内周遊バスの運行

2エリア1エリア2

社会実験の概要

なら・まちなかバス（市実験）



実験当日の奈良中心市街地の交通状況
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●天候

実験前 H19.11.3（土・祝） 晴（最高18℃：最低6℃）

H20.10.26（日） 雨（最高16℃：最低13℃

実験中 H20.11.9（日） 曇（最高12℃：最低8℃）

グラフ凡例

交通量（台/9-14時*）

H19交通量に対する変化
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＊交通量については、奈良公園への流入交通が多い9-14時で集計
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実験の状況（奈良市中心部）
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R24高架下バス停

市役所駐車場

市役所バス停

R24高架下駐車場 R24高架下駐車場での
レンタサイクル利用者

交通規制（県庁前交差点） 交通規制（県庁東交差点）

シャトルバス県庁バス停
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バス車内

実験の状況（公園内）

周遊ﾊバス県庁バス停

仮設歩道

東大寺参道

仮設歩道

二月堂バス停

若草山麓

春日大社バス停大仏殿交差点南側

高畑交差点浮見堂と周遊バス
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調査の体系



施策実施による効果の検証



施策実施による効果の検証の視点

検証①：エリア1への流入交通の抑制に関する効果検証
⇒種々の情報提供に関する効果検証

検証②：P&R駐車場の利用促進
⇒種々の情報提供に関する効果検証
⇒シャトルバスのサービスに関する検証

検証③：迷走車両の対応
⇒種々の情報提供に関する効果検証
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社会実験による効果
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迂回案内

【検証②】
P&R駐車場の利用促進

・ シャトルバスサービスに対する評価シャトルバスサービスに関する検証

P&R利用促進に効果的な情報提供

・ P&R利用促進に効果的な広報媒体・内容

・ 広域的な迂回案内

・ 駐車場の分散化空き駐車場への誘導
【検証③】
迷走車両対策

・ P&R駐車場としての運用形態

・ エリア2への流入交通の変化

・ 公共交通への転換に効果的な広報媒体・内容公共交通への転換
【検証①】
流入交通の抑制に関する
効果検証

検証項目効果検証の視点検証項目



社会実験をいつ知りましたか？
（事前認知者割合）

61.5%

17.7%
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中国・四国・九州 (n=446)

社会実験認知時期
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16.1

28.5

64.9
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公共交通利用者

自動車利用者

出発前 来訪中 知らなかった

(n=298)

(n=1255)

公共交通来訪者の社会実験実施に関する認知媒体

出発地別来訪交通手段と認知度

検証項目 【検証①】 流入交通の抑制に関する効果検証

効果検証の視点 公共交通への転換

検証項目 公共交通への転換に効果的な広報媒体・内容

•公共交通利用者は事前に認知されている方の割合が高い•公共交通利用者は事前に認知されている方の割合が高い

社会実験の認知時期

広報に関する声

•事前告知が不足している
•PRをもっとすべきである
•テレビなどをもちいて周知を徹底すべき
•他県から来てもやっているところがわかるようにして欲しい
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事前に認知した方の認知媒体
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25%

その他

25%
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事前・実験中における情報提供の狙い

事前広報

実験中広報

広域的な実験の周知による、自動車利用者の公共交通への転換・P&R利用の促進・通過交通の迂回喚起

自動車来訪者へのP&R利用の促進・通過交通の迂回喚起

広域的な情報媒体が効果的
⇒認知度を高めるためには、
一層の充実が必要

最も多く留め置きした役所での認知が
最も多い
⇒駅など利用者の多い箇所における
広報展開が必要

資料）ぐるっとバス利用者調査

資料）ぐるっとバス利用者調査

資料）公園内歩行者調査

ぐるっとバス利用者調査

資料）公共交通利用者：公園内歩行者調査内の公共交通利用者）
自動車利用者：駐車場利用者調査

公共交通の利用者は自動車利
用者より、出発前、来訪中に
社会実験を知った割合が多い

情報を何で知りましたか？（事前認知者のみ抜粋）

社会実験を実施していることを知ったのはいつですか？

県内の事前認
知の割合は
61.5％と高い。

奈良市内まで利用した交通手段は？
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迂回誘導看板
LED情報板
通過ルート
迂回誘導ルート

L

渋滞情報の
提供により、
迂回を促進

渋滞情報の
提供により、
迂回を促進

検証項目 【検証①】 流入交通の抑制に関する効果検証

効果検証の視点 迂回案内

検証項目 広域的な迂回案内
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東西方向の迂回案内計画

広域的な交通迂回案内の考え方

L

L

L

道路上設置看板
横断幕
道路情報板（電光掲示）
LED情報板L

京都・天理間通過ルート
迂回促進ルート

京都・大阪間通過ルート
迂回促進ルート

道路上設置看板
横断幕
道路情報板（電光掲示）
LED情報板L

L

L

L

• 奈良公園周辺における通過交通抑
制するために、ポスターやチラシ、
FMラジオ、広報誌などにより、広
範囲にわたって、実験周知を徹底

• 道路利用者に対しては、道路上に
社会実験看板、横断幕、電光掲示
情報板により、事前広報および実
験中の混雑情報提供を行い、国道
24号利用を促進

• 広域的な迂回誘導段階において、
市内に進入した京都・天理間およ
び京都・大阪間交通に対しては、
看板やLED情報板による更なる情
報提供を行うことにより、やすら
ぎの道・主）奈良加茂線利用ルー
トへの転換を促進

• 大阪・天理間交通に対しては、迂回ルートが限ら
れており、ならまち周辺の細街路への進入を抑制
することを目的に、情報提供によるルート転換促
進に加え、道路看板による誘導

西⇔北方向交通の迂回案内の考え方

西⇔南方向交通の迂回案内の考え方



実験目的 渋滞対策 ；情報提供による流入抑制

効果検証の視点 迂回案内

検証項目 エリア2への流入交通の変化

•エリア2への流入交通量は、西・南北断面計では、実験前と・実験中で変化は見られないものの、利用路線としては国道169・
369号から国道24号などに転換した可能性が高い

•エリア2への流入交通量は、西・南北断面計では、実験前と・実験中で変化は見られないものの、利用路線としては国道169・
369号から国道24号などに転換した可能性が高い
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エリア2流入交通量の変化

迂回案内により通過交通などは
西側にシフトした可能性が高い
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三条通り
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•東西方向には、情報板、LEDを設置したが、高天以西までは目立った迂回は生じていない•東西方向には、情報板、LEDを設置したが、高天以西までは目立った迂回は生じていない

東西方向軸の各交差点西側流入交通量の変化

12

高天_西側流入交通量の右左折率の変化
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（10/26）
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県庁西_西側流入交通量の右左折率の変化
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83.5
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大宮通り
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（100台/9～14時）
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3 実験前 実験中 変化割合

高天交差点以東で
迂回交通が発生

高天交差点以東で
徐々に交通量が減少

川崎交差点以東で
迂回交通が流入

川崎町交差点以東で
徐々に交通量が増加

L

横断幕

交通規制情報看板

迂回ルート提示看板

L

 社会実験中 

奈
良
公
園
周
辺
渋
滞 

奈
良
公
園
に
用
事
の
な
い
方 

天
理
方
面

右
折
し
て
下
さ
い

奈良県 土木部 道路交通環境課 

0742-27-8103 

検証項目 広域的な迂回案内（東西方向軸の迂回交通発現状況）

※グラフ中の交通量については100台単位で端数調整しているため、変化割合値が合致しない場合が生じている
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•国道369号を境に南側は国道169号から西側に転換した傾向があるが、北側は県庁東交差点付近以外は大きな差がない•国道369号を境に南側は国道169号から西側に転換した傾向があるが、北側は県庁東交差点付近以外は大きな差がない

検証項目 広域的な迂回案内（南北方向軸の迂回交通発現状況）

※グラフ中の交通量については100台単位で端数調整しているため、変化割合値が合致しない場合が生じている

グラフ凡例

横断幕

交通規制情報看板

迂回ルート提示看板

南北方向軸の各交差点流入交通量の変化

福智院北_南側流入交通量の右左折率
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3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実験前（10/26）

実験中（11/9）

左折 直進 右折

紀寺_南側流入交通量の右左折率

18.4
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6.8
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路線全区間で減少

R24北側
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木津ＩＣ
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（北側）
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県庁東（南側）

一の鳥居

福智院北

紀寺

古市町南

窪之庄

窪之庄南

和邇下
神社前

（100台/9～14時）

0.00 0.50 1.00 1.50

窪之庄以北で左折交通量が増加

路線全区間で減少

R24南側
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三条大路２
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杏町

下三橋町

横田町北

横田町

（100台/9～14時）

0.00 0.50 1.00 1.50

三条大路2まで増加

L

L

4 5 80 4 70
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3 実験前 実験中 変化割合
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•高天・紀寺交差点など規制区間直近での迂回が多い•高天・紀寺交差点など規制区間直近での迂回が多い

想定される奈良市中心部における迂回ルート

※グラフ中の交通量については100台単位で端数調整しているため、変化割合値が合致しない場合が生じている

L

県庁東

福智院北

紀寺

高天

  社会実験中 

奈
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公
園
周
辺
渋
滞 

奈
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公
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に
用
事
の
な
い
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大
阪
方
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左
折
し
て
下
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奈良県 土木部 道路交通環境課 

0742-27-8103 

L

L

迂回誘導看板
LED情報板
通過ルート
迂回誘導ルート

L

渋滞情報の
提供により、
迂回を促進

渋滞情報の
提供により、
迂回を促進

L

県庁東

福智院北
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L

L

迂回誘導看板
LED情報板
通過ルート
迂回誘導ルート

L

渋滞情報の
提供により、
迂回を促進

渋滞情報の
提供により、
迂回を促進

高天交差点_西側流入
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グラフ凡例
実験前（10/26）
実験中（11/9）

西側流入
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利用駐車場別_駐車場決定時に参考にした情報内容

3.5

6.5

1.5

16.6

4.5

52.3

7.8

76.4

5.2

22.5

2.7

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

所要時間

駐車場満空情報

駐車場待ち時間情報

交通規制情報

道路混雑状況

P&R実施情報

(%)

P&R利用 その他駐車場

P&Rを認知したタイミング

50.7

19.8

36.8

11.1

12.5

69.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

P&R利用

その他駐車場

旅行前 旅行中(道中) 知らなかった

(n=152)

(n=914)

P&Rを利用した理由

30.9%

30.3%

24.3%

10.5%

8.6%

6.6%

5.9%

2.0%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

案内板・情報板より駐車場情報を入手したから

無料バスが運行しているから

駐車場が無料だから

目的地に近いから

レンタサイクルが利用できるから

中心部は混雑していて入りたくなかったから

通行規制で目的の駐車場にいけなかったから

入庫待ち時間がなかったから

目的とする駐車場が満車だったから (n=152)

P&R利用に至った情報媒体

56.6

23.7

11.8

10.5

5.3

5.3
4.6

5.3

3.9

2.6

2.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60

案内看板

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

電光情報板

横断幕

LED情報板

ﾁﾗｼ・ﾎﾟｽﾀｰ
駐車場設置の満空表示

新聞

以前から知っていた

駐車場満空案内情報板

ラジオ

その他

(%)

•P&R利用促進には、旅行前・旅行中を問わず、経路上の情報提供が重要•P&R利用促進には、旅行前・旅行中を問わず、経路上の情報提供が重要

15

P&R利用を決定したタイミング

旅行前

44%

旅行中(道

中)

56%

(n=151)

【P&R利用者】
案内板により、P&R実施情報を
確認して駐車場を決定

まずは認知度を高め
る工夫が必要

P&R利用者の半数以
上は旅行中に決定

P&Rを認知・決定したタイミング P&R利用の決定に至った媒体・内容

【P&R非利用者】
駐車場設置の満空情報を確認
して駐車場を決定

認知度を高めれば、
更なる利用者増が見
込まれる

実験目的 【検証②】 P&R駐車場の利用促進

効果検証の視点 P&R利用促進に効果的な情報提供

検証項目 P&R利用促進に効果的な広報媒体・内容

事前情報としては
インターネット、
道中情報としては
案内看板・電光掲示板が
効果的

資料）駐車場利用者調査

資料）駐車場利用者調査

P&R利用者のP&R認知
度は高い

資料）駐車場利用者調査

資料）駐車場利用者調査

資料）駐車場利用者調査

周遊バスの運行も大
きな要因

P&Rをいつ知りましたか？

P&R駐車場への駐車をいつ決定しましたか？

駐車するにあたり、どの情報内容をみて決定しましたか？

駐車するにあたり、どの情報媒体をみて決定しましたか？（P&R利用者）

P&R駐車場を選んだ理由は？

ﾁﾗｼ・ﾎﾟｽﾀｰを確認した場所

6

1

1

0

0

0 2 4 6 8

サービスエリア

駅

職場

役所

バス車内 (n=8)

SA・PAにおける情報
提供が効果的

（n=152）

資料）駐車場利用者調査
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参考：P&Rに関する利用意向について

・駐車場利用者への意向調査によると、周遊バスを運行することにより、P&R利用意向が増加

【設問の前提条件】

運行なし

自動車・P&Rシャトルバスともに
20分

公園周辺（内）駐車場：1000円
P&R駐車場：0円

Q1

運行あり周遊バス運行

P&R駐車場からの

所要時間

駐車場料金

Q2

Q1 Q2

【調査結果】

周遊バス運行によるP&R利用意向の違い

26.5

60.9

73.5

39.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

周遊バスなし

周遊バスあり

P&Rを利用 奈良公園周辺(内)に駐車

周遊バスの運行によりP&R
利用意向は大きく向上

資料）駐車場利用者意向調査（別途調査）



P

P

実験目的 【検証②】 P&R駐車場の利用促進

効果検証の視点 P&R利用促進に効果的な情報提供

検証項目 P&R駐車場としての運用形態

•R24高架下では実験前（Ｈ20.10.26）の30台から232台に大幅に増加•R24高架下では実験前（Ｈ20.10.26）の30台から232台に大幅に増加

17

二条大路南1交差点におけるP&R出
庫ピーク時における渋滞対策とし
て、P&R利用者に帰宅ルートを載せ
た案内ビラを配布
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渋滞長

（ｍ）

実験前

実験中

渋滞発生時間が
長期化

出庫ピーク時に
渋滞が発生

P&R利用者への前持った渋滞予測情報の提供による帰宅時間の平準化、帰宅ルート情報の更なる充
実が必要
また、新規P&R整備においては、渋滞ﾎﾟｲﾝﾄとの位置関係を考慮することが必要

R24高架下駐車上の出庫状況
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/1

0分
）

R24高架下
（30台⇒232台）

市役所
（50台⇒177台）

15時から17時
に出庫が集中

資料）駐車場利用者調査

P&R駐車場利用状況

P&R利用者の出発地

市役所駐車場の方が早い
時間帯での利用が多い

駐車場への入りやすさ、
雰囲気などが要因 出庫ピーク時の流出交差点

における渋滞発生状況 1

帰宅案内ルート

実際の帰宅ルート

国道24号高架下駐車場の時間帯別入出庫状況
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出発地別利用駐車場ブロック割合
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

奈良県

大阪府

京都府

兵庫県

その他近畿

関東以北

中部

北陸

中国・四国・九州

P&R JR奈良駅 近鉄奈良駅(南) 近鉄奈良駅(北) 猿沢池 県庁周辺 奈良公園

(n=186)

(n=285)

(n=75)

(n=91)

(n=59)

(n=24)

(n=155)

(n=13)

(n=22)

奈良県・京都府の方
のP&R利用が非常に
少ない

南北方面からの迂回
案内の充実、新規
P&R駐車場の確保な
どが必要



64%

2%

2%
3%

16%

車で来て奈良市中心
地の駐車場に停車

車で来て奈良市中心地
から離れた駐車場に停め、
路線バスを利用　　13％

電車やバスを利用

自転車、バイク等
を利用

奈良には来ない
その他

なら・まちなかバスがなかったら、どうしましたか？

実験目的 【検証②】 P&R駐車場の利用促進

効果検証の視点 シャトルバスサービス（なら・まちなかバス）に関する検証

検証項目 シャトルバスサービスに対する評価（料金・頻度・車両規模・ルート）

シャトルバスの料金支払い意向シャトルバスの評価

到着遅れ時間（９日）
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１　9：11発

２　9：41発

３　10：11発

４　10：41発

５　11：11発

６　11：41発

７　12：11発

８　12：41発

９　13：11発

１０　13：41発

１１　14：11発

１２　14：41発

１３　15：11発

14　15：41発

１５　16：11発

１６　16：41発

（分）
国道24号駐車場出発時刻
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•シャトルバスサービスに対する評価については、全体的に高い•シャトルバスサービスに対する評価については、全体的に高い

大宮通り西進等で
遅れが発生

ルートに関する評価

77.8

72.0

22.2

16.0

0.0

12.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定時運行

遅れ運行

満足 やや満足 やや不満 不満

バス停位置に関する評価

83.3

70.8

16.7

20.8

0.0

8.3

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定時運行

遅れ運行

満足 やや満足 やや不満 不満
運行頻度に関する評価

58.8

50.0

23.5

20.8

17.6

20.8

0.0

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定時運行

遅れ運行

満足 やや満足 やや不満 不満

運行時間帯に関する評価

64.7

47.8

29.4

30.4

0.0

21.7

5.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定時運行

遅れ運行

満足 やや満足 やや不満 不満バスの案内・PR方法に関する評価

68.8

54.2

12.5

12.5

18.8

25.0

0.0

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定時運行

遅れ運行

満足 やや満足 やや不満 不満

バスの車両規模に関する評価

68.8

52.2

18.8

21.7

12.5

17.4

0.0

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定時運行

遅れ運行

満足 やや満足 やや不満 不満

シャトルバスの運行状況と遅れによる満足度の違い

交通渋滞等により、運
行遅れが生ずると利用
者の評価は下がる

評価の維持には、定
時性の確保が必要

なら・まちなかバスがいくらなら利用するか

利用しない
5%

利用する
95%

金額

無料
37%

150円
6%

200円
以上
6%

100円
49%

50円
2%

100円より高く徴収すると、ほとんどの
方が利用しなくなる

有料でも

有料なら

資料）なら・まちなかバス利用者調査

資料）なら・まちなかバス利用者調査

資料）なら・まちなかバス利用者調査

シャトルバスの利用状況

なら・まちなかバス_乗降者数
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ならまちおよび奈良ホテ
ルはシャトルバスで連絡
されているが、乗降者は
少ない

公園周辺も含めた周遊支
援も必要

シャトルバス運行は中心部
流入抑制に大きく寄与



実験目的 【検証③】 迷走車両対策

効果検証の視点 空き駐車場への案内

検証項目 駐車場利用の分散化に有効な情報提供

•駐車場案内には、駐車場満空情報が有効•駐車場案内には、駐車場満空情報が有効
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駐車場選択に参考にした媒体・内容

奈良市中心部への観光客の駐車は、
公園内と県庁周辺に集中しているも
のの、大阪や兵庫・中部については
分散化が図られている

駐車するにあたり、どの情報内容をみて決定しましたか？

資料）駐車場利用者調査

3/110 0/98

0/216

2/204

1/154

0/51

誘導ビラによる駐車選択者/全調査サンプル数

空き駐車場を図示した誘導ビラを配布することより、奈良公
園周辺からP&R駐車場まで向かう方も存在

資料）駐車場利用者調査

資料）駐車場利用者調査

資料）駐車場利用者調査

出発地別駐車場割合

出発地別利用駐車場ブロック割合
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

奈良県

大阪府

京都府

兵庫県

その他近畿

関東以北

中部

北陸

中国・四国・九州

P&R JR奈良駅 近鉄奈良駅(南) 近鉄奈良駅(北) 猿沢池 県庁周辺 奈良公園

(n=186)

(n=285)

(n=75)

(n=91)

(n=59)

(n=24)

(n=155)

(n=13)

(n=22)

駐車する際、どの媒体をみて決定しましたか？(P&R以外)

41.6

21.3

2.0
7.0

0.6

1.6

4.9

0.5
5.2

3.4

3.5
2.6

1.5
12.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

駐車場設置の満空表示
案内看板

横断幕

駐車場満空案内情報板
LED情報板

電光情報板
ﾁﾗｼ・ﾎﾟｽﾀｰ

ラジオ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

案内された
通りがかり

地図・カーナビ
その他

以前から知っていた

(%)

（n＝886）

駐車する際、何の情報を参考に決定しましたか？(P&R以外)

7.8

76.4

5.2

22.5

2.7

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

所要時間

駐車場満空情報

駐車場待ち時間情報

交通規制情報

道路混雑状況

P&R実施情報

(%)

（n＝658）

多くの駐車場に関して、駐車
場利用者は駐車場まで向かっ
た上で、現地で駐車場満空情
報を確認

満車であれば同じ方法で駐車
場を探索＝迷走車両

事前に駐車場の満空状況を確
認させる媒体が必要



効果検証の総括
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実験目的

○駐車場案内ｼｽﾃﾑの改良
○ITSの活用

○駐車場情報提供ができて
いない

○駐車場満空情報
が効果的

空き駐車場への案内
【検証③】
迷走車両対策

○シャトルバスの運行
・定時性の検討
・ルートの検討

○シャトルバスの遅れの縮減
○シャトルバス運行は中心
部流入抑制効果が大きい

シャトルバスサービス
に関する検証

○北・南方向のＰ＆Ｒの検討
○ITSの活用

○奈良県、京都府からの
観光客の利用率が低い

○事前周知と案内看板が
効果的

○周遊バス運行が効果的
利用促進に効果的な
情報提供

【検証②】
P&R駐車場の利用促進

○広域的に迂回させるため
の誘導方法の検討

○ITSの活用

○広域的な迂回を進める必
要がある

○県庁東交差点周辺につ
いて迂回交通が発生

迂回案内

○効果的な広報の検討○事前周知の拡大
○事前周知が効果的
○周遊バスが効果的

公共交通への転換

【検証①】
流入交通の抑制に関する
効果検証

Ｈ２１実施に向けて
検討する内容

課題効果効果検証の視点


